
内訳

内訳

内訳

内訳

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）

実施計画書
事務事業Ｎｏ． ２－１

事業名 秘書費

一般財源R5 事業費(千円) 1,100 国補助 県補助

会議・行事への出席、打合せ、面会などの日程調整
町長、副町長の出張業務の補助
・普通旅費【600千円】
・交際費【500千円】
　＜実績＞
　【平成30年】211,440円
　【令和元年】118,985円
　【令和 2年】 61,750円
　【令和 3年】 53,060円
　【令和 4年】102,050円
　【令和 5年】 45,372円(9月末)

1,100
会議・行事への出席、打合せ、面会などの日程調整
町長、副町長の出張業務の補助
・普通旅費【600千円】
・交際費【500千円】

R6 事業費(千円) 1,100 国補助 県補助 地方債

地方債 その他

その他 一般財源 1,100

一般財源R7 事業費(千円) 1,100 国補助 県補助

会議・行事への出席、打合せ、面会などの日程調整
町長、副町長の出張業務の補助
・普通旅費【600千円】
・交際費【500千円】

1,100
会議・行事への出席、打合せ、面会などの日程調整
町長、副町長の出張業務の補助
・普通旅費【600千円】
・交際費【500千円】

R8 事業費(千円) 1,100 国補助 県補助 地方債

地方債 その他

その他 一般財源 1,100



内訳

内訳

内訳

内訳

●広報紙作成【4,900千円】月1回10,250部　●広報紙等の配布【5,860千円】　　月1回9,800部
●町民カレンダー作成【1,378千円】　令和8年度版カレンダー10,700部
●ホームページの作成【1,532千円】　ホームページコンテンツシステム・翻訳システム使用料
●行政情報メールの発信、デジタルサイネージ【1,056千円】
　　　行政情報メール配信サービス使用・東員駅、中部公園管理棟デジタルサイネージ使用料
●行政情報番組放送【18,700千円】
　　　ケーブルテレビによる行政情報番組（トピックス、スペシャル番組）
　　　三重テレビ旬感みえの放送（年2回）
●ふれあいトーク、出前講座の実施
●東員町の情報紙の発行【12,000千円】

●広報紙作成【4,900千円】月1回10,250部　●広報紙等の配布【5,860千円】　　月1回9,800部
●町民カレンダー作成【1,378千円】　令和8年度版カレンダー10,700部
●ホームページの作成【1,532千円】　ホームページコンテンツシステム・翻訳システム使用料
●行政情報メールの発信、デジタルサイネージ【1,056千円】
　　　行政情報メール配信サービス使用・東員駅、中部公園管理棟デジタルサイネージ使用料
●行政情報番組放送【18,700千円】
　　　ケーブルテレビによる行政情報番組（トピックス、スペシャル番組）
　　　三重テレビ旬感みえの放送（年2回）
●ふれあいトーク、出前講座の実施
●東員町の情報紙の発行【12,000千円】

R8 事業費(千円) 40,146 国補助 0 県補助 0 地方債 0 その他 580 一般財源 39,566

●広報紙の作成【4,900千円】　月1回10,250部
　算出根拠（2色10P）1.2円（4色10P）2.4円→4,874,100円
　＜実績＞【Ｒ1】4,550,789円　【Ｒ2】5,476,614円　【Ｒ3】4,604,336円　【Ｒ4】3,949,264円
●広報紙等の配布【5,860千円】　月1回9,800部
●町民カレンダー作成【1,378千円】　令和7年度版カレンダー10,700部
●ホームページの維持管理【1,000千円】　翻訳システム使用料を含むホームページの管理
●行政情報メールの発信、デジタルサイネージ【1,056千円】
　　　行政情報メール配信サービス使用・東員駅、中部公園管理棟デジタルサイネージ使用料
●行政情報番組放送【18,700千円】
　　　①ケーブルテレビによる行政情報番組（トピックス、スペシャル番組）
　　　 ＜実績＞
       【Ｒ1】23,034,734円（トピ5回／日 SP10本） 【Ｒ2】22,351,084円（トピ4回／日 SP7
本）
     　【Ｒ3】21,971,584円（トピ4回／日 SP6本）　【Ｒ4】21,238,250円（トピ4回／日 SP6本）
　
     　＜参考＞　令和５年度契約　20,099,750円（税込）
　　　　・トピックス　　　４回／日（7:00・13：00・19：00・22：00）
　　　　　【番組制作費】 　63,500円／本×145本×1.1＝　　　 10,128,250円
　　　　　【放送費】　　 　 5,500円／回×4回×365日×1.1＝　 8,833,000円

　　　　　【番組制作費】　変更なし
　　　　　【放送費】　　 　 5,500円／回×3回×365日×1.1＝　 6,624,750円（▲2,208,250円）

　　　　・スペシャル番組　３本
　　　　　【番組制作費】　100,000円／本×3本×1.1＝　　　      330,000円
　　　　　【放送費】　　　 35,000円／回×１回×7日×3本×1.1＝ 808,500円

　　　　　合計　17,891,500円（税込）

　　　②三重テレビ旬感みえの放送（年2回）　733,334円
●ふれあいトーク、出前講座の実施
●東員町の情報紙の発行【12,000千円】
●公共交通機関を利用したPR事業【8,000千円】　バスラッピング・デジタルサイネージ広告掲載
●デジタル人材の育成【5,000千円】
　町公式ＳＮＳアドザイザー・中小企業など向けＳＮＳセミナー等
R7 事業費(千円) 40,146 国補助 0 県補助 0 地方債 0 その他 580 一般財源 39,566

●広報紙の作成【5,659千円】　月1回10,200部　●広報紙等の配布【5,860千円】　月1回9,800部
●町民カレンダー作成【1,378千円】　令和6年度版カレンダー10,700部
●ホームページの作成【1,532千円】　ホームページコンテンツシステム・翻訳システム使用料
●行政情報メールの発信、デジタルサイネージ【1,056千円】
　　行政情報メール配信サービス使用・東員駅、中部公園管理棟デジタルサイネージ使用料
●行政情報番組放送【20,834千円】
　　　ケーブルテレビによる行政情報番組（トピックス、スペシャル番組）
　　　三重テレビ旬感みえの放送（年2回）
●ふれあいトーク、出前講座の実施
●町政要覧の作成【3,960千円】
●東員町の情報紙の発行【9,000千円】　おみごと！ＰＲＥＳＳ
●町ホームページのリニューアル【10,000千円】　町ホームページのリニューアル作業
●公共交通機関を利用したPR事業【4,000千円】　バスラッピング・デジタルサイネージ広告掲載
●東員町ＰＲ動画作成【5,000千円】　　●広報紙のリニューアル【3,000千円】　広報紙作成指導
●デジタル人材の育成【5,000千円】
　町公式ＳＮＳアドザイザー・中小企業など向けＳＮＳセミナー等

R6 事業費(千円) 58,474 国補助 13,000 県補助 0 地方債 0 その他 580 一般財源 44,894

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）
R5 事業費(千円) 78,031 国補助 19,500 県補助 0 地方債 0 その他 580 一般財源 57,951

実施計画書
事務事業Ｎｏ． ２－２

事業名 広報広聴経費

1日3回に



内訳

内訳

内訳

内訳

　６月　行政評価(事務事業評価　事後評価)
　８月　レビュー
　９月  総合計画効果検証委員会
１０月　企画調整員会
　　　　定住自立圏共生ビジョン懇談会
　２月　まちづくりセミナー
　３月　行政評価（事務事業年度内評価）

■総合計画の進捗管理【117千円】
　　総合計画、総合戦略の効果検証
■まちづくり支援活動謝礼【150千円】
　　まちづくりセミナー等開催
■観光地域づくり推進委託料【10,000千円】
■桑名・員弁広域連合共同事務など負担金【5,442千円】
　  桑名広域、地域活性化センター、リニア期成同盟会
    ふるさと回帰支援センター負担金など
■三重県移住マッチング支援事業【1,600千円】【1,200千円】
■その他【51千円】旅費、託児委託料

地方債 0 その他 0 一般財源 16,160県補助 1,200

20,1600 その他

一般財源0 11,1600

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）

R6

1,200

事業名

■総合計画の進捗管理【117千円】
　　総合計画、総合戦略の効果検証
■まちづくりセミナー【300千円】
　　まちづくりセミナー等開催
■観光地域づくり計画策定【8,000千円】【4,000千円】
■観光地域づくり協議体のＨＰ作成（町ＨＰリニューアルと合わ
せる）
■桑名・員弁広域連合共同事務など負担金【5,442千円】
　  桑名広域、地域活性化センター、リニア期成同盟会
    ふるさと回帰支援センター負担金など
■三重県移住マッチング支援事業【1,600千円】【1,200千円】
■その他【51千円】　旅費、託児委託料

企画経費

0 一般財源事業費(千円)

　６月　行政評価(事務事業評価　事後評価)
　８月　レビュー
　　　　観光地域づくり計画策定業務プロポ
　９月　総合計画効果検証委員会
１０月　企画調整員会
　　　　旧定住自立圏共生ビジョン懇談会
　　　　ＤＭＯのＨＰ作成業務プロポ
　　　　定住自立圏共生ビジョン懇談会
　２月　まちづくりセミナー
　　　　ＤＭＯ設立
　３月　行政評価(事務事業年度内評価)

実施計画書

事業費(千円) 21,360 国補助

15,510

２－３

県補助

5,000

1,200

事務事業Ｎｏ．

■総合計画の進捗管理【117千円】
　　総合計画、総合戦略の効果検証
■まちづくり支援活動謝礼【150千円】
　　まちづくりセミナー等開催
■観光地域づくり推進委託料【9,000千円】【4,500千円】
　　観光情報誌制作、マーケティング調査費、会議開催
■都市部へのイベント参加事業【1,000千円】【500千円】
■桑名・員弁広域連合共同事務など負担金【5,442千円】
　  桑名広域、地域活性化センター、リニア期成同盟会
    ふるさと回帰支援センター負担金など
■三重県移住マッチング支援事業【1,600千円】【1,200千円】
■その他【51千円】　旅費、託児委託料

10,310R5

R7

0 その他国補助

その他

4,000 県補助 地方債

国補助

地方債

県補助 1,200

R8 事業費(千円) 17,360 国補助

事業費(千円)

　４月　第６次総合計画後期計画策定開始
　　　　後期計画策定会議（適時開催）等
　６月　行政評価(事務事業事後評価)
　８月　レビュー
　９月  総合計画効果検証委員会
１０月　企画調整員会
　　　　定住自立圏共生ビジョン懇談会
　２月　パブコメ（総計後期計画）
　　　　まちづくりセミナー
　３月　行政評価（事務事業年度内評価）
　　　　議会全員協議会（総計後期計画）

　５月　第４次定住自立圏共生ビジョン策定
開始
　　　　定住自立圏懇談会分科会(適時開催)

　６月　行政評価(事務事業事後評価)
　７月　定住自立圏共生ビジョン分科会
　８月　レビュー
　９月  総合計画効果検証委員会
１０月　企画調整員会
　２月　まちづくりセミナー
　３月　行政評価（事務事業年度内評価）

17,360 地方債

■総合計画の進捗管理【117千円】
　　総合計画、総合戦略の効果検証、後期計画の策定会議
■総合計画後期計画策定業務【4,000千円】
  　アンケート調査等、冊子印刷
■まちづくり支援活動謝礼【150千円】
　　まちづくりセミナー等開催
■観光地域づくり推進委託料【10,000千円】
■桑名・員弁広域連合共同事務など負担金【5,442千円】
　  桑名広域、地域活性化センター、リニア期成同盟会
    ふるさと回帰支援センター負担金など
■三重県移住マッチング支援事業【1,600千円】【1,200千円】
■その他【51千円】旅費、託児委託料

0 一般財源



内訳

内訳

内訳

内訳

第６次東員町総合計画に掲げる「主体的で特色のある地域づくりの推進」を図るため、自治会を中心と
した地域コミュニティへの人的・金銭的支援を令和４年度から令和１２年度まで実施する。

　地域づくり交付金　　　　　　　　　　10,325千円
　旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　 295千円
　需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　84千円
　委託料　　　　　　　　　　　　　　　 1,450千円
　研修負担金　　　　　　　　　　　　　　　39千円

　地域づくり交付金は３年毎に見直し、終期は第６次東員町総合計画にあわせて令和１２年度とする。

第６次東員町総合計画に掲げる「主体的で特色のある地域づくりの推進」を図るため、自治会を中心と
した地域コミュニティへの人的・金銭的支援を令和４年度から令和１２年度まで実施する。

　地域づくり交付金　　　　　　　　　　10,325千円
　旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　 295千円
　需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　84千円
　委託料　　　　　　　　　　　　　　　 1,450千円
　研修負担金　　　　　　　　　　　　　　　39千円

　地域づくり交付金は３年毎に見直し、終期は第６次東員町総合計画にあわせて令和１２年度とする。

R8 事業費(千円) 12,193 国補助 県補助 地方債 その他 一般財源 12,193

第６次東員町総合計画に掲げる「主体的で特色のある地域づくりの推進」を図るため、自治会を中心と
した地域コミュニティへの人的・金銭的支援を令和４年度から令和１２年度まで実施する。

　地域づくり交付金　　　　　　　　　　10,325千円
　旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　 295千円
　需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　84千円
　委託料　　　　　　　　　　　　　　　 1,450千円
　研修負担金　　　　　　　　　　　　　　　39千円

　地域づくり交付金は３年毎に見直し、終期は第６次東員町総合計画にあわせて令和１２年度とする。

R7 事業費(千円) 12,193 国補助 県補助 地方債 その他 一般財源 12,193

第６次東員町総合計画に掲げる「主体的で特色のある地域づくりの推進」を図るため、自治会を中心と
した地域コミュニティへの人的・金銭的支援を令和４年度から令和１２年度まで実施する。

　地域づくり交付金　　　　　　　　　　10,325千円
　旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　 295千円
　需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　84千円
　委託料　　　　　　　　　　　　　　　 1,450千円
　研修負担金　　　　　　　　　　　　　　　39千円

　地域づくり交付金は３年毎に見直し、終期は第６次東員町総合計画にあわせて令和１２年度とする。

R6 事業費(千円) 12,193 国補助 県補助 地方債 その他 一般財源 12,193

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）
R5 事業費(千円) 12,193 国補助 県補助 地方債 その他 一般財源 12,193

実施計画書
事務事業Ｎｏ． ２－４

事業名 地域コミュニティ応援事業費



内訳

内訳

内訳

内訳

　５月　第１回北勢線事業運営協議会
　　　　議会全員協議会（公共交通）
　８月　第１回三岐線鉄道軌道安全輸送設備
　　　　等整備推進協議会
１１月　北勢線事業専門委員会
　２月　第２回北勢線事業運営協議会
　

北勢線は運行支援未決定　支援を継続した場合の概算金額（Ｒ６年度ベース）
■北勢線事業運営維持費補助金　【78,603千円】
  事業費376,600,000円×19.75％＋4,200,000円≒78,603千円(東員町)
　　　　　　　　　   ×47.29％＋5,600,000円≒183,682千円(桑名市)
　　　　　　　  　　 ×32.96％＋6,400,000円≒130,515千円(いなべ市)
■北勢線事業運営協議会負担金　【585千円】
■三岐線　鉄道軌道安全輸送設備補助金　【3,000千円】
　補助額、補助率　事業費180,000千円×1/60（東員町）
■三岐線　鉄道施設安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）【250千円】
　補助額、補助率　事業費15,000千円×1/60（東員町）
■東員駅、穴太駅電気代、駅周辺修繕　【429千円】
■NTT、中部電力鉄道敷地の貸付け収入　【72千円】

0 地方債 0 その他 72 一般財源R8 事業費(千円) 県補助

　５月　第１回北勢線事業運営協議会
　　　　議会全員協議会（公共交通）
　８月　第１回三岐線鉄道軌道安全輸送設備
　　　　等整備推進協議会
１１月　北勢線事業専門委員会
　２月　第２回北勢線事業運営協議会
　

北勢線は運行支援未決定　支援を継続した場合の概算金額（Ｒ６年度ベース）
■北勢線事業運営維持費補助金　【78,603千円】
  事業費376,600,000円×19.75％＋4,200,000円≒78,603千円(東員町)
　　　　　　　　　   ×47.29％＋5,600,000円≒183,682千円(桑名市)
　　　　　　　  　　 ×32.96％＋6,400,000円≒130,515千円(いなべ市)
■北勢線事業運営協議会負担金　【585千円】
■三岐線　鉄道軌道安全輸送設備補助金　【3,000千円】
　補助額、補助率　事業費180,000千円×1/60（東員町）
■三岐線　鉄道施設安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）【250千円】
　補助額、補助率　事業費15,000千円×1/60（東員町）
■東員駅、穴太駅電気代、駅周辺修繕　【429千円】
■NTT、中部電力鉄道敷地の貸付け収入　【72千円】

82,795

R7 事業費(千円) 82,867 国補助

82,867 国補助

82,795地方債

0 県補助 82,795

県補助 0 0 その他

国補助 0 地方債

72 一般財源

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）
R5 事業費(千円) 69,594 0 地方債 0県補助 その他

実施計画書
事務事業Ｎｏ． ２－５

事業名 鉄道事業費

72

　５月　第１回北勢線事業運営協議会
　　　　議会全員協議会（公共交通）
　８月　第１回三岐線鉄道軌道安全輸送設備
　　　　等整備推進協議会
１１月　北勢線事業専門委員会
　２月　第２回北勢線事業運営協議会

随時開催　北勢線事業運営協議会幹事会
　　　　　北勢線事業運営協議会担当者会
通年　北勢線調査業務

■北勢線事業運営維持費補助金　【78,603千円】
  事業費376,600,000円×19.75％＋4,200,000円≒78,603千円(東員町)
　　　　　　　　　   ×47.29％＋5,600,000円≒183,682千円(桑名市)
　　　　　　　  　　 ×32.96％＋6,400,000円≒130,515千円(いなべ市)
■北勢線事業運営協議会負担金　【1,383千円】
■三岐線　鉄道軌道安全輸送設備補助金　【3,000千円】
　補助額、補助率　事業費180,000千円×1/60（東員町）
■三岐線　鉄道施設安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）【250千円】
　補助額、補助率　事業費15,000千円×1/60（東員町）
■東員駅、穴太駅電気代、駅周辺修繕　【429千円】
■NTT、中部電力鉄道敷地の貸付け収入　【72千円】

　５月　第１回北勢線事業運営協議会
　　　　議会全員協議会（公共交通）
　８月　第１回三岐線鉄道軌道安全輸送設備
　　　　等整備推進協議会
　９月　北勢線基礎調査業務プロポ
１１月　北勢線事業専門委員会
　２月　第２回北勢線事業運営協議会

随時開催　北勢線事業運営協議会幹事会
　　　　　北勢線事業運営協議会担当者会

■北勢線事業運営維持費補助金　【65,330千円】
  事業費307,900,000円×19.75％＋4,500,000円≒65,330千円(東員町)
　　　　　　　　　   ×47.29％＋5,900,000円≒151,496千円(桑名市)
　　　　　　　  　　 ×32.96％＋6,800,000円≒108,274千円(いなべ市)
■北勢線事業運営協議会負担金　【1,284千円】
■三岐線　鉄道軌道安全輸送設備補助金　【3,000千円】
　補助額、補助率　事業費180,000千円×1/60（東員町）
■三岐線　鉄道施設安全対策事業費補助金（老朽化対策事業）【250千円】
　補助額、補助率　事業費15,000千円×1/60（東員町）
■東員駅、穴太駅電気代、駅周辺修繕　【429千円】
■NTT、中部電力鉄道敷地の貸付け収入　【72千円】

国補助 0 一般財源 69,522

0 その他 72 一般財源R6 事業費(千円) 82,867



内訳

内訳

内訳

内訳

　５月　議会全員協議会（公共交通）
  ６月　第１回地域公共交通会議
１０月　第１回生活交通を考える会
　　　　生活交通を考える会啓発活動
１１月　第２回地域公共交通会議
　２月　第２回生活交通を考える会
　３月　第３回地域公共交通会議

■事業費内訳　【70,329千円】            ■特定財源　【16,226千円】
　バス運行委託料（南北線）46,707千円  　　運賃収入　12,000千円
　バス運行委託料（東部線）21,704千円  　  補助金     4,000千円(国)
　公共交通会議謝礼   　　　  275千円      広告収入     226千円
　地域公共交通会議負担金   　800千円      合計 　　 16,226千円
  消耗品、修繕料　　 　　　  433千円
　定期券等販売委託料  　   　180千円
　バスロケ使用料等  　  　 　230千円
　合計      　　  　 　　 70,329千円

61,754
　５月　議会全員協議会（公共交通）
        地域公共交通計画の更新
　　　　利便増進計画の更新
  ６月　第１回地域公共交通会議
１０月　第１回生活交通を考える会
　　　　生活交通を考える会啓発活動
１１月　第２回地域公共交通会議
　２月　第２回生活交通を考える会
　３月　第３回地域公共交通会議

　通年　オレンジバスのＩＣ化を検討

■事業費内訳　【77,980千円】            ■特定財源　【16,226千円】
　バス運行委託料（南北線）46,707千円  　　運賃収入　12,000千円
　バス運行委託料（東部線）25,155千円  　  補助金     4,000千円(国)
　公共交通会議謝礼   　　　  275千円      広告収入     226千円
　地域公共交通会議負担金   5,000千円      合計 　　 16,226千円
  消耗品、修繕料　　 　　　  433千円
　定期券等販売委託料  　   　180千円
　バスロケ使用料等  　  　 　230千円
　合計      　　  　 　　 77,980千円

0 地方債 0 その他 12,226R7 事業費(千円) 77,980 国補助 4,000

　５月　議会全員協議会（公共交通）
  ６月　第１回地域公共交通会議
１０月　第１回生活交通を考える会
        生活交通を考える会啓発活動
１１月　第２回地域公共交通会議
　２月　第２回生活交通を考える会
　３月　第３回地域公共交通会議

　通年　デマンド交通導入研究検討
　　　　オレンジバスのＩＣ化を検討

■事業費内訳　【81,704千円】　 　　　   ■特定財源　【16,226千円】
　バス運行委託料（南北線）54,631千円　  　運賃収入 12,000千円
　バス運行委託料（東部線）25,155千円  　  補助金    4,000千円(国)
　公共交通会議謝礼　　　　　 275千円   　 広告収入    226千円
　地域公共交通会議負担金　 　800千円      合計   　16,226千円
  消耗品、修繕料　　　　　   433千円
　定期券等販売委託料　　　   180千円
　バスロケ使用料等　　　　　 230千円
　合計      　　  　      81,704千円

■債務負担行為額
  ・南北線分(八風バス)510,465千円(Ｒ1～11年度　10年契約分)
  ・東部線分(三岐鉄道)250,000千円(Ｒ2～12年度　10年契約分)

0 地方債 0 その他 12,226 一般財源R6 事業費(千円) 81,704 国補助 4,000 県補助

　５月　議会全員協議会
　　　　(公共交通　ルートダイヤ変更)
　　　　第１回地域公共交通会議
  ６月　第２回地域公共交通会議
　　　　第３回地域公共交通会議
　　　　ルートダイヤ変更に伴う準備
　９月　第１回生活交通を考える会
　　　　利便増進計画策定
１０月　新しいルートで運行開始
　　　　生活交通を考える会啓発活動
１２月　第４回地域公共交通会議
　２月　第２回生活交通を考える会
　３月　第５回地域公共交通会議

■事業費内訳　【89,295千円】　 　　　   ■特定財源　【19,026千円】
　バス運行委託料（南北線）54,631千円　  　運賃収入 12,000千円
　バス運行委託料（東部線）24,618千円  　  補助金    6,800千円(国)
　公共交通会議謝礼　　　　　 275千円   　 広告収入    226千円
　地域公共交通会議負担金　 1,481千円      合計   　19,026千円
  消耗品、修繕料　　　　　   433千円
　定期券等販売委託料　　　   180千円
　バスロケ使用料等　　　　　 230千円
　ＪＰＱＲ手数料　      　　  27千円
　ルート変更に伴う経費　 　4,620千円
　燃料価格高騰支援金　　　 2,800千円
　合計      　　  　      89,295千円

65,478

R8 事業費(千円) 70,329 国補助 4,000

R5 事業費(千円) 89,295 国補助 県補助6,800

事務事業Ｎｏ． ２－６

事業名 コミュニティバス事業費

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）

県補助 54,1030 地方債

実施計画書

地方債0

県補助

70,26912,226 一般財源

0 その他 12,226 一般財源

0 その他

一般財源



内訳

内訳

内訳

内訳 0

・経済センサス活動調査
・学校基本調査
・人口推計調査事務
・統計調査員確保対策事業

0 その他 0 一般財源 0

・国勢調査
・学校基本調査
・人口推計調査事務
・統計調査員確保対策事業

0 地方債

0

・農林業センサス
・学校基本調査
・人口推計調査事務
・統計調査員確保対策事業

R7 事業費(千円) 7,000 国補助 7,000 県補助 0 地方債

地方債 0 その他 0 一般財源R6 事業費(千円) 1,000 国補助 1,000

0

・住宅・土地統計調査
・学校基本調査
・人口推計調査事務
・統計調査員確保対策事業

R5 事業費(千円) 1,100 国補助

R8 事業費(千円) 1,500 国補助 1,500

事務事業Ｎｏ． ２－７

事業名 統計調査事業費

事業実施計画（議会説明等も含め手順・工程を記載）

0 その他 0 一般財源

実施計画書

1,100 県補助 0 地方債

県補助

0 その他 0 一般財源

県補助 0


